
大阪教育大学附属池田中学校
CPコーディーネーター 中田 未来
ATLコーディネーター 三好 達也

グローバル社会を協働的に創造する資質・能力の育成

Community Project

入口にある補助資料を
お取りください



本日の流れ

1.はじめに

2.取り組みの概要

3.生徒のすがた

4.成果と課題

5.組織的に取り組む工夫

6.生徒の活動内容発表



1. はじめに
Community Projectとは



Community Project(CP）とは

様々なコミュニティー
（学校・地域・国）
が抱える課題を生徒（複数人）が
調査し、その解決のために自身の
興味や熱意を生かした活動を考え、
実行する取り組み



Community Project(CP）とは

IBの中では３年間で
最も重要な学習という位置付け

総合的な学習の時間で実施



Ⅰ 社会のニーズを知り、社会における自分の役割について深く理解する

Ⅱ 平和な世界を創造するために、グローバルな視点を持って、探究する

Ⅲ 活動を通して社会について学び、自分の能力を高める

Ⅳ ATLスキルを高める

Ⅴ 生涯にわたって学び続ける気持ちや自立心を高める

CPの目標



社会のニーズ
（必要とされて

いること）

ATLスキル

(できること）

興味・関心

（好きなこと）

ニーズがあるのか？



ATLスキルとは

コミュニケーションスキル コミュニケーションスキル
社会的スキル 協働スキル

自己管理スキル
整理整頓スキル

情動スキル
振り返りスキル

リサーチスキル
インフォメーションリテラシースキル

メディアリテラシー

思考スキル

批判的思考スキル
創造的思考スキル

転移スキル

各教科での学習目標に到達するためのツール
どの程度身につけているかを確認することでよりよい学びを目指す

調査

計画

行動

行動

行動



CPの流れ ２年生
３学期

３年生
4・５・６月

３年生
７・（８）月

３年生
９〜１１月

時期 時間数

２年生３学期 １２時間

３年生4〜6月 12時間
３年生７・８月 4時間＋α
３年生９〜11月 11時間

約40時間



CPの流れ（段階ごとに提示）



総合的な学習の時間との関連

調査
調査・
計画

調査・
計画行動

振り返り

平成 29 年 中学校学習指導要領解説 総合的な学習の時間編 より引用

探究的な学習における生徒の学習の姿 

調査 計画 行動 振り返り

P D C・A

P D C・A P D C・A P D C・A P D C・A

グループによっては、行動のCをした後に、
計画のPに戻るグループなどもあります。



生徒、教員、保護者を巻き込み組織的に取り組む
生徒用ガイド 一部抜粋

教師用ガイド 一部抜粋

保護者用ガイド
本校HPから動画で配信



教員の役割
生徒のグループ数→４６

副校長も含め、教員全員が
スーパーバイザー（SV)を務める
１グループに１名のSV

他学年の担任→１グループ
他学年の担任外、管理職
→２グループ
３学年担当→３・４グループ

SVガイドをもとに進める。



３. 取り組みの概要



ガイドを使ってのオリエンテーション
活動の目的やゴールを共有し、共通理解を図る

調査
2年

３学期

計画
3年

4月,5月,6月

行動
3年

7月,8月

振り
返り

3年
9月-11月

活動の全容を知る



興味のあるトピックが
生徒自身の強みや
今までに身につけた知識と
どう繋がるのか分析し

社会にできることは何かを
考える

調査
2年

３学期

計画
3年

4月,5月,6月

行動
3年

7月,8月

振り
返り

3年
9月-11月

活動テーマを考える（個人）



調査
2年

３学期

計画
3年

4月,5月,6月

行動
3年

7月,8月

振り
返り

3年
9月-11月

過去の先輩の取り組みから学ぶ

考えるための手立て

デジタルデータで共有



調査
2年

３学期

計画
3年

4月,5月,6月

行動
3年

7月,8月

振り
返り

3年
9月-11月

興味のあるテーマに
取り組んだ先輩に
直接話を聞きにいく

活動場所は？

苦労したことは？
コロナ禍での

制限は？

楽しかった
ことは？

活動テーマを考える（個人）



調査
2年

３学期

計画
3年

4月,5月,6月

行動
3年

7月,8月

振り
返り

3年
9月-11月

活動テーマを考える（個人） 既存の知識を用いてニーズの
アイデアを出す。



調査
2年

３学期

計画
3年

5月,6月

行動
3年

7月,8月

振り
返り

3年
9月-11月

活動テーマを考える（個人） 既存の知識を用いてニーズの
アイデアを出す。

附小で行っていた
安全科の知識を
転移させ

「避難訓練の重要性」
を保育園に当てはめた
時に、乳児は走れない
し幼児も怖がるど避難
が難しいのではないか

と考えた。



活動グループを決める

「保育園」での食育
いじめは何故起き、どうやって起き、どうなるのか。いじめがなくならないのは何
故？
ヘアドネーション
ヘアドネーション
ヘアドネーションについて
運動の楽しさを伝え、運動不足解消の手伝いをする
運動を子どもに教える。
介護福祉ロボットの導入を促す
患者さんに元気を渡す
高齢者の役に立つ活動を
児童養護施設で過ごす子達に笑顔を届ける
食べ物の好き嫌いをする子どもたち減らす
多くの女子生徒の生理の負担を少しでも軽減させる
中学生に睡眠の必要性について知ってもらう
福祉用のロボットを社会に普及させる。
福祉用ロボットを社会に普及させる
目の不自由な人を助ける
目の不自由な人を助ける
野球の存在を教えて体験してもらい、野球の普及につなげる。
野菜作りを手伝い、その野菜を使って、野菜嫌いを減らす！！

調査
2年

３学期

計画
3年

4月,5月,6月

行動
3年

7月,8月

振り
返り

3年
9月-11月

個人テーマが似ている者同士で
部屋を分ける。

その中で話し合いを進めて
２〜4人のグループを作る

例：「全ての人に健康と福祉を」を選んだ生徒の個人テーマ

３人グループを基本とした
＊今年度４人も可とした。

全４６グループ

２人組 ７グループ

３人組 ２４グループ

４人組 １５グループ



対象者へのアンケート調査

見学施設への依頼、
現地でのインタビュー調査

活動候補先へ
ニーズ調査の依頼

調査
2年

３学期

計画
3年

4月,5月,6月

行動
3年

7月,8月

振り
返り

3年
9月-11月

ニーズ調査をする

奈良公園での
現地調査の実施

①公的な資料を調査

②加えて



調査
2年

３学期

計画
3年

4月,5月,6月

行動
3年

7月,8月

振り
返り

3年
9月-11月

グループの活動テーマ・目標を決める 何が達成できれば成功
と言えるのか
具体的に示した

ルーブリックを作成する

ルーブリックを作ることで

ゴールイメージを持つことに
つながる

探究のサイクルを
まわすきっかけ！！



毎週１回授業終わりの１０分間
生徒はプロセスジャーナルに
振り返りを記入

SV教員はロイロノートで形成
的評価を行う

調査
2年

３学期

計画
3年

4月,5月,6月

行動
3年

7月,8月

振り
返り

3年
9月-11月

毎週振り返る

昨年度からの変更点
PJの記入回数
毎時間→毎週１回
活動内容が連続しているため大きく変わりがないこと
がある。また活動時間を確保するため。



生徒はこちらが提示したスキルを意識して取り組み、その
スキルについての振り返りを行う。

「調査」で主に使う
リサーチスキル調査

2年
３学期

計画
3年

4月,5月,6月

行動
3年

7月,8月

振り
返り

3年
9月-11月

本時で活用したスキルに分ける



第１時
調査を行う前の時点で
できている項目に
チェックを入れる

第１２時
リサーチスキルがどの
ように高められたかを
文章で振り返る

調査
2年

３学期

計画
3年

4月,5月,6月

行動
3年

7月,8月

振り
返り

3年
9月-11月

調査段階を通しての振り返りをする
「調査」で主に使う

リサーチスキル



SVに報告しながら
「行動」内容を決め

計画をたて、
アポイントをとる

調査
2年

３学期

計画
3年

4月,5月,6月

行動
3年

7月,8月

振り
返り

3年
9月-11月

グループの活動テーマ・目標を決める



ロイロノート（週1回）でのやりとりや
SV面談（月１回）を通して

SVに報告・相談しながら進める

調査
2年

３学期

計画
3年

4月,5月,6月

行動
3年

7月,8月

振り
返り

3年
9月-11月

計画をたてる



オーガニゼーションスキルを活用して、決
まったらすぐリマインダーに書いたり、手帳
に書いたりするようにして情報を適切に管理
しすることで、締め切りやスケジュールを忘

れないようになった。

調査
2年

３学期

計画
3年

4月,5月,6月

行動
3年

7月,8月

振り
返り

3年
9月-11月

計画段階を通しての振り返りをする 「計画」で主に使う
自己管理スキル



柔軟性
傾聴力

電話、メールのマナー

調査
2年

３学期

計画
3年

4月,5月,6月

行動
3年

7月,8月

振り
返り

3年
9月-11月

行動段階を通しての振り返り
「計画」で主に使う

社会性スキル
コミュニケーションスキル

思考スキル



中間発表 10月6日
最終発表 11月3日（文化祭）

発表 １０分
評価記入 １分
質疑応答 ３分

各教室に
分かれプレゼンする

１・2年生・保護者
も参加し、評価する

調査
2年

３学期

計画
3年

4月,5月,6月

行動
3年

7月,8月

振り
返り

3年
9月-11月

Final Presentationをする



調査
2年

３学期

計画
3年

4月,5月,6月

行動
3年

7月,8月

振り
返り

3年
9月-11月

Final Reportを書く
（A4 4枚にまとめる）



調査
2年

３学期

計画
3年

4月,5月,6月

行動
3年

7月,8月

振り
返り

3年
9月-11月

Final Reportを書く
（A4 4枚にまとめる）



調査
2年

３学期

計画
3年

4月,5月,6月

行動
3年

7月,8月

振り
返り

3年
9月-11月

Final Reportを書く
（A4 4枚にまとめる）

調査の段階で自分達が作成した
ルーブリックをもとに自己評価する

生徒自身が何をねらいとしていたのか
なぜ当初の予定を変更したのか
考えることによって
主体的に取り組む姿が見られた



４. 生徒のすがた



• 社会への奉仕活動というのは、とても壮大なプロジェクトで、中学生の私た
ちとは少し遠い存在の、とても難しいものだと思っていた。しかし、一言に
奉仕活動と言っても、直接的なものや間接的なものを始めいろいろな方法が
あり、また規模に関しても様々で、子どもでも出来ることはたくさんあると
いうことに気づくことが出来た。 また活動は、自分たちで課題を見つけて、
その改善に向けて行動すればそれで良いと思っていた。しかし実際はそうで
はなく、アンケート等を使って実際のニーズを確認し、それに合った活動を
行わなければならず、臨機応変に動くことが大切だということを知ることが
出来た。 これからも小さなことでも自分に出来ることを見つけ、積極的に
行動を起こせるような人でありたいと思っている。



５. 学校全体で組織的に
取り組む工夫



CPは様々な人と協働的に取り組む学習である

・あえて４つの中で、協働的に取り組むことが
難しいものを１つ挙げるならばどれでしょうか。

４つとも全て大切です。

・取り組みを学校文化として根付かせていく上でポイントに
なるものを1つ挙げるならばどれでしょうか。

生徒 全教職員 企業等関係機関保護者



CPは様々な人と協働的に取り組む学習である

生徒用ガイドの活用
基本的にガイドに沿って取り組めば
活動を実施することができる

・保護者用ガイド
本校HPで動画配信

御礼状の送付、文化祭の案内
リスト化→継続して繋がる工夫

・実施計画書へのサイン

・最終発表での取組報告

・活動後のアンケート実施

生徒 企業等関係機関保護者



教職員

活動の目的
教師の役割
生徒への関わり方
評価等

この一冊に集約している。

①教師用ガイドの作成
②教員研修の実施、記録・配信

③メンター制度の導入
④担当グループ数の配慮
⑤学習活動の報告、案内
⑥評価（形成的評価含む）の簡略化

⑦アンケートの実施、評価、改善

↓

SVガイドを見れば
何をすればいいかがわかる



教職員
①教師用ガイドの作成
②教員研修の実施、記録・配信

③メンター制度の導入
④担当グループ数の配慮
⑤学習活動の報告、案内
⑥評価（形成的評価含む）の簡略化

⑦アンケートの実施、評価、改善

・毎月１回のSV面談後に情報共有の場の設定
評価方法の確認、教員による評価のブレの抑制

・会議の様子を動画で記録
→参加できなかった教員への配慮

・4月 CP,SVの概要説明



教職員

教員のメンターグループを
設定し、教員同士で相談しやすい環

境を作る
＊水色 3年担当教員
＊黄色 研究部教員

①教師用ガイドの作成
②教員研修の実施、記録・配信

③メンター制度の導入
④担当グループ数の配慮
⑤学習活動の報告、案内
⑥評価（形成的評価含む）の簡略化

⑦アンケートの実施、評価、改善

松本

川の水質環境、改善 
海洋ゴミを無くそう

外来種を肥料に生まれ変わらせ、農業に役立てる

田端

自分達の作ったゲームを小中学生に遊んでもらい、社会問題の現状、
解決策（ひとりひとりにできること）を知るきっかけを作る

情報格差を減らすためにできること

不足している医療従事者の手伝いをし、そのようなことをインターネット
に発信する 

淺野 インターネットを使った迷惑動画について

小林 川を汚すことによって生じる問題の注意喚起

中塚

農業を体験し、農業・農家さんのメリットを知り、子供などに伝えて未来
の農家が一人でも増えるようにする。 
若者に農業の道を示す

メンターは本校在籍年数と担当学年によって決めている。
また、グループは内容が近しいもので作成している。

他学年の担任→１グループ
他学年の担任外、管理職→２グループ
３学年担当→３・４グループ



教職員

職員朝礼で使用する掲示板に連絡を定期的に行う

①教師用ガイドの作成
②教員研修の実施、記録・配信

③メンター制度の導入
④担当グループ数の配慮
⑤学習活動の報告、案内
⑥評価（形成的評価含む）の簡略化

⑦アンケートの実施、評価、改善



教職員 総括的評価はファイナルレポートでほぼ評価することができる。
他の評価物についても生徒が整理をして、教員の提出箱に提出。①教師用ガイドの作成

②教員研修の実施、記録・配信

③メンター制度の導入
④担当グループ数の配慮
⑤学習活動の報告、案内
⑥評価（総括的評価・形成的評価）の簡略化

⑦アンケートの実施、評価、改善



教職員 選択式の形成的評価方法を作成

①教師用ガイドの作成
②教員研修の実施、記録・配信

③メンター制度の導入
④担当グループ数の配慮
⑤学習活動の報告、案内
⑥評価（総括的評価・形成的評価）の簡略化

⑦アンケートの実施、評価、改善

重要だからこそ簡略化

形成的評価は活動を
大きく左右する

↓
続けて行うことが最重要

↓
子どもと共に学ぶ

伴走者



教職員
①教師用ガイドの作成
②教員研修の実施、記録・配信

③メンター制度の導入
④担当グループ数の配慮
⑤学習活動の報告、案内
⑥評価（総括的評価・形成的評価）の簡略化

⑦アンケートの実施、評価、改善

プロセスジャーナルにどのくらいの頻度でフィードバックをしましたか。

評価するにあたり、CP評価材料
(プロセスジャーナル・final report・面談）の量はどうでしたか



教職員
①教師用ガイドの作成
②教員研修の実施、記録・配信

③メンター制度の導入
④担当グループ数の配慮
⑤学習活動の報告、案内
⑥評価（総括的評価・形成的評価）の簡略化

⑦アンケートの実施、評価、改善

記述式



6. 生徒の活動内容報告



移動 5分
発表 10分程度
質疑応答 10分

16時に一旦、全体終了の案内が流れます。

その後、個別で質問があれば、
CP担当者（多目的室）、各教室の教員（3年教員）
発表生徒に質問をして頂いても問題ありません。


